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全国連盟 第 29 期１回評議会報告 
［日時］ 2011 年２月１９日(日)～２０日（土） 

［場所］ 東京・晴海グランドホテル 

  参加…武笠、矢崎、尾手、木阪 

  議案の最大の焦点となった「個人会員制の導入」の是非について、 

基本構想案に全国各地方連盟からいろいろな賛否両論の意見と質疑あり 

第２回評議会までに再度議論し総会議案をまとめる事で閉会された。 
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＜ 

＠
基
本
構
想
と
仲
間
づ
く
り 

 

個
人
会
員
制
度
導
入
に
つ
い
て
、 

山
行
管
理
を
ど
う
す
る
の
か
、
地

方
連
盟
の
役
割
は
？
、
制
度
導
入

の
手
順
は
？
、
以
上
三
点
を
中
心

に
集
中
し
て
討
議
し
た
。 

会
議
で
は
導
入
に
積
極
的
賛
成
、

消
極
的
賛
成
、
反
対
の
地
方
連
盟

が
あ
っ
た
。 

会
議
の
結
論
は
、
本
年
末
に
評

議
会
を
行
い
、
総
会
に
提
案
す
る

素
案
を
ま
と
め
る
。
あ
わ
せ
て
積

極
的
賛
成
意
見
の
千
葉
、
北
海
道

連
盟
な
ど
で
先
行
導
入
さ
せ
、
山

行
管
理
や
地
方
連
盟
の
役
割
等
を

煮
詰
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

①
未
組
織
登
山
者
の
取
り
込
み
と 

教
育
訓
練
の
機
会
を
提
供
す
る
、 

岳
連
の
個
人
会
員
制
度
に
つ
い
て 

日
本
山
岳
協
会
傘
下
の
東
京
都

岳
連
、
群
馬
岳
連
の
活
動
紹
介
が

斉
藤
理
事
長
か
ら
あ
っ
た
。 

こ
れ
ら
岳
連
の
個
人
会
員
制
度

は
、
岳
連
の
講
習
会
や
行
事
の
紹

介
、
機
関
誌
送
付
な
ど
で
あ
る
。

個
人
会
員
の
山
行
管
理
は
し
て
い

な
い
。
岳
連
の
会
費
は
年
間
六
千

円
（
東
京
）
、
五
千
円
（
群
馬
）

な
ど
で
あ
る
が
、
こ
の
会
費
に
山

岳
保
険
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
個

人
会
員
へ
の
連
絡
実
務
は
下
請
け

会
社
な
ど
に
依
頼
（
都
岳
連
）
。 

 
 

 
 

日
山
協
の
山
岳
保
険
利
用
の
み

会
員
は
年
間
千
円
の
会
費
と
保
険

料
。
現
在
、
日
山
協
傘
下
岳
連
の

個
人
会
員
の
山
岳
保
険
加
入
者
は

一
万
人
を
超
え
た
。 

日
本
の
登
山
者
の
大
半
は
未
組

織
で
あ
る
。
そ
れ
を
既
存
の
組
織

で
取
り
込
む
の
は
簡
単
で
は
な
い
。

個
人
会
員
制
度
で
安
全
教
育
や
講

習
な
ど
の
機
会
を
提
供
す
る
だ
け

で
も
登
山
者
と
、
そ
の
事
故
防
止

に
役
立
つ
。
こ
れ
も
立
派
な
社
会

貢
献
で
あ
る
。 

ま
た
、
都
岳
連
の
救
助
隊
は
会
員

以
外
の
救
助
要
請
に
も
応
え
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
費
用
も
各
地

の
民
間
救
助
隊
に
比
べ
て
安
い
。 

 

②
個
人
会
員
制
で
事
故
は 

昨
年
度
の
山
で
の
死
亡
・
行
方

不
明
者
の
発
生
数
割
合
（
組
織
者

数
当
た
り
）
は
日
山
協
（
個
人
会

員
を
含
む
）
に
比
べ
て
、
労
山
の

そ
れ
は
四
・
九
倍
で
あ
る
。
そ
の

中
に
は
計
画
内
容
そ
の
も
の
が
事

故
発
生
要
因
、
も
尐
な
く
な
い
と

の
井
芹
遭
対
部
長
の
報
告
が
あ
っ

た
。
死
亡
事
故
以
外
の
事
故
数
は

認
定
基
準
の
違
い
に
よ
り
単
純
な

比
較
は
で
き
な
い
。
し
か
し
死
亡

事
故
は
そ
れ
が
明
確
で
あ
る
。 

③
労
山
の
社
会
的
使
命 

 

安
全
で
充
実
し
、
楽
し
い
山
歩

き
を
続
け
る
こ
と
が
、
労
山
に
加

わ
っ
た
会
員
の
目
的
で
あ
る
。
同

時
に
多
く
の
未
組
織
登
山
者
に
手

を
差
し
伸
べ
る
こ
と
も
労
山
会
員

の
社
会
的
役
割
で
も
あ
ろ
う
。 

今
後
埼
玉
県
連
で
個
人
会
員
制
の

論
議
を
進
め
る
場
合
、
未
組
織
登

山
者
に
影
響
力
を
広
め
る
た
め
に
、

労
山
に
何
が
で
き
る
か
。
登
山
団

体
の
社
会
貢
献
と
は
何
か
、
な
ど

労
山
を
発
足
さ
せ
た
当
時
の
原
点

を
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
は
。 

理
事 

 

矢
崎 

 
記 

                                        

                                     

●
登
山
学
校 

(
 

     目    次 

１ｐ）  全国連盟 第１回評議会報告 

県連総会のお知らせ 

２ｐ）  登山学校まとめ、受講一覧 

３ｐ）    関東救助隊深雪訓練報告 

４ｐ）  山スキーネット報告、他 

５ｐ）  加盟団体の動き、理事会報告     

６ｐ）  西部ブロックスノーシュー、      セツブンソウ 

その他  

 

 

 

        埼玉県勤労者山岳連盟 第４４期定期総会開催のお知らせ 

  ２０１１年度の活動方針などを討議し皆様とともに労山運動を進める為の定期総会を下記のとおり開催いたします。 

つきましては、各加盟団体の代議員の皆様に万障繰り合わせの上、総会にご出席いただきますよう、ご連絡申し上げます。 

代議員には、理事・会計監査等県連役員以外は、評議員も出席できますのでご協力をお願い致します。また、傍聴参加も自

由です。是非総会に大勢の会員の皆さんが出席して下さるようお願い致します。 

尚、都合等によりやむを得ず代議員が欠席される場合は、別紙委任状の提出をお願い致します。 

                        記 

日時：３月２７日(日) 午前 9 時 00 分～受付  9 時 30 分 開会、16 時 00 分 閉会予定 

場所：浦和コミュニティセンター 第１４会議室  （浦和東口駅前 徒歩１分 パルコ 10 階）電話  048－887-6565 

議題：2010 年度活動報告と会計決算・会計監査報告、2011 年度活動方針(案)と予算(案)、役員選出など 

＊都合等によりやむを得ず代議員が欠席される場合は、別紙委任状の提出をお願い致します。 

＊評議員の登録を総会当日までにお願いいたします。 

＊代議員には交通費を支給します。当日精算のため、電車運賃を請求できるよう記録して、ご参加ください。 

＊総会後、参加された役員や代議員等で交流を深めるため、懇親会を会費制で予定しております。 

   【連絡 ・問合せ先】  事務局長 木阪 康弘 

                  〒345-0024 北葛飾郡杉戸町堤根 2508－8 

                  TEL0480－33－7895   E メール kisaka-k.7@tbb.t-com.ne.jp  

 

 

埼 玉 労 山  

埼玉県勤労者山岳連盟機関紙   発 行 :武 笠 真 次  

〒 336-0011 さ い た ま 市 浦 和 区 高 砂 4-1-5 ふじビル 2 階  編 集 :澤 藤 俊 昭   
http://www.justmystage.com/home/tozans/index.html 

http://www.justmystage.com/home/tozan/ 
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登山学校  

閉校式 

 

２月５日 

 カルタスホール 

     27 名 

  受講生  16 名 

 運営委員 11 名 

 

 

 

 

登
山
学
校 

無
事
に
閉
校
！ 

 

第
１
５
期
・
埼
玉
労
山
登
山
学

校
は
５
月
２
２
日
に
、
年
間
受
講

者
２
０
名(

８
名
欠
席)

ス
ポ
ッ
ト

参
加
者
１
名
、
担
当
運
営
委
員
１

１
名(

３
名
欠
席)

で
ス
タ
ー
ト
。 

 

第
１
回
講
座
「
計
画
か
ら
下
山

ま
で
」
～
第
８
回
講
座
「
雪
山
歩

き
」
ま
で
無
事
に
終
え
、
２
月
５

日
に
閉
校
式
を
迎
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。 

第
１
５
期
方
針
と
重
点
と
し
て
、 

「
基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
学
び

身
に
つ
け
安
全
登
山
を
目
指
す
」

「
年
間
を
通
し
て
登
山
の
知
識
・

技
術
を
謙
虚
に
学
び
た
い
一
般
・

会
員
を
対
象
に
す
る
」
を
目
的
に 

①
運
営
委
員
の
共
通
指
示
事
項
の

徹
底
。
（
意
思
統
一
） 

②
受
講
者
の
経
験
や
レ
ベ
ル
交
流
。 

③
新
し
い
コ
ー
ス
・
山
域
の
検
討
。 

④
各
講
座
内
容
の
レ
ベ
ル
Ｕ
Ｐ 

 

以
上
を
活
動
方
針
と
し
て
活

動
し
て
来
ま
し
た
。 

【
今
期
活
動
の
総
括
と
課
題
】 

①
指
示
事
項
の
徹
底
に
つ
い
て 

各
講
座
の
５
日
前
に
運
営
委
員

会
を
実
施
し
講
義
内
容
の
再
確
認
、

指
示
事
項
の
確
認
等
を
行
う
事
と

し
す
べ
て
実
施
出
来
ま
し
た
。
来

期
も
こ
の
体
制
を
維
持
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

②
受
講
者
の
経
験
交
流
に
つ
い
て 

今
期
は
労
山
所
属
会
員
と
無
所

属
の
受
講
者
の
混
成
で
、
ま
た
経

験
や
年
齢
も
バ
ラ
バ
ラ
で
し
た
が

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
班
分
け
を
講

座
ご
と
に
変
え
て
行
い
、
順
次
役

割(

班
長
、
副
班
長
、
記
録
、
な
ど)

を
経
験
す
る
こ
と
で
受
講
者
の
自

信
に
も
繋
が
り
受
講
者
間
の
交
流

も
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
講
座

ご
と
に
班
付
け
の
運
営
委
員
も
か

わ
る
の
で
、
受
講
者
や
運
営
委
員

と
の
交
流
も
出
来
ま
し
た
。 

③
コ
ー
ス
山
域
の
検
討
に
つ
い
て 

新
し
い
コ
ー
ス
も
多
尐
増
え
ま

し
た
が
、
よ
り
魅
力
有
る
登
山
学

校
に
し
て
行
く
為
に
新
し
い
山
域

を
開
拓
す
る
努
力
を
各
運
営
委
員

は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た

各
講
座
の
実
技
登
山
の
あ
り
方
・

実
施
方
法
も
再
検
討
し
よ
り
良
い

登
山
学
校
に
し
よ
う
と
運
営
委
員

は
考
え
て
い
ま
す
。 

④
内
容
の
レ
ベ
ル
Ｕ
Ｐ
に
つ
い
て 

前
年
の
評
価
カ
ー
ド
の
意
見
を

生
か
し
、
講
座
内
容
に
つ
い
て
話

し
合
い
各
講
座
の
レ
ベ
ル
Ｕ
Ｐ
が

計
ら
れ
ま
し
た
。
来
期
も
今
期
以

上
に
内
容
を
熟
考
し
質
の
良
い
内

容
に
な
る
よ
う
運
営
委
員
の
努
力

が
必
要
と
考
え
ま
す
。 

 

担
当
理
事 

小
松
勝
浩 

記 

             

         

                                        
 

                                       

 

区 分 机 上 人数 実 技 人数 運営委員会 担当運営委員 

説明会・開校式 5/22 21 名  5/10(月)  

①計画から下山まで 6/12 22 名 6/13 24 名 6/ 7(月) 若木・八木原 

講師 伊藤 

②登山と運動整理 ★ 7/ 3 23 名 7/ 4 22 名 6/28(月) 水谷・武笠･坂元 

講師 水谷 

③山での救急法 8/ 7 25 名 7/ 4 22 名 6/28(月) 水谷・武笠･坂元 

講師 水谷 

④地図の読み方  ★ 9/ 4 26 名 8/ 8 25 名 8/ 2(月) 軽部・坂元 

講師 軽部 

⑤岩登り（初級）   ★ 10/2 29 名 9/ 5 24 名 8/30（月） 尾手･若木･八木原・佐藤・

井上   講師 尾手 

⑥天気の見方 11/6 25 名 11/7 22 名 11/1（月） 伊藤・若木・小松 

講師 徳重・小松 

⑦総合学習登山 12/4，12/5 実技のみ 20 名  尾手・佐藤・小松 

⑧雪山歩き      ★ 1/15 16 名   1/16 16 名 1/11（火） 高橋・駒崎 

講師 高橋 

閉校式 ２/ 5 16 名  1/31 (月) 事務局（駒崎･小松） 

日程・参加人数・委員会担当運営委員    机上講座は土曜日、実技講座は日曜日 

★印 机上講座が午前 9:30～12:00,午後 1:30～5:00 人数はスポット含む） 

 

 

 

◎１５期登山学校   講座一覧 



第１６６号    ２０１１年 １月１５日（土）発行          埼 玉 労 山       （ 1 ）   

 

第１６８号     ２０１１年   ３月 １６日（月）発行          埼  玉  労  山      （１ ）     

 

 

 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク 

救
助
隊
合
同
深
雪
搬
出
訓
練 

期 
日 

 
2

月2
6

日
（
土
）
～2

月2
7

日
（
日
） 

場 

所 
 

谷
川
岳
、
土
合
山
の
家 

参
加
…
９
名 

 

 2

月2
6

日
（
土
曜
日
）
晴
れ 

大
宮
を6

時3
0

分
に
出
発
し
て

東
松
山

I
C

か
ら
関
越
道
に
入
る

が
混
ん
で
い
て
時
々
止
ま
っ
て
し

ま
う
。
他
の
グ
ル
ー
プ
も
同
様
で

渋
滞
は
沼
田I

C

ま
で
続
い
た
。 

目
的
の
「
土
合
山
の
家
」
に
着

い
た
と
き
は

1
0

時
半
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
受
付
を
す
ま
し

て
講
習
会
場
に
行
く
と
も
う
始
ま

っ
て
い
ま
し
た
。 

講
習
内
容
は
「
低
体
温
症
に
関

す
る
机
上
講
習
」
、
講
師
は
藤
桝

啓
志
氏 

“
登
攀
ク
ラ
ブ
岩
ツ
バ

メ
”
で
す
。 

講
習
を
受
け
た
感
想
は
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
の
説
明
で
良
く
分
か
っ
た
。

特
に
脳
の
写
真
と
低
体
温
症
に
な

ら
な
い
た
め
の
グ
ッ
ズ
と
し
て

2

点
の
実
物
（
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
、
ヒ

ー
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）
に
は
興

味
を
覚
え
ま
し
た
。 

午
後
よ
り
講
習
グ
ル
ー
プ
と
訓

練
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
行
動

で
講
習
グ
ル
ー
プ
は
室
内
で
行
う
。 

訓
練
グ
ル
ー
プ
は
山
の
家
周
辺
に

て
低
体
温
症
に
関
す
る
臨
床
実
験

を
行
う
。 

埼
玉
労
山
は
「
梱
包
」
を
受
け

持
っ
て
い
た
が
梱
包
手
順
の
確
認

を
す
る
た
め
別
室
で
講
習
の
準
備

を
し
ま
し
た
。2

回
ほ
ど
し
て
準

備
を
終
わ
っ
た
時
に
は

1

時
過
ぎ

て
受
講
者
が
来
て
い
ま
し
た
。 

講
習
は
徳
重
救
助
隊
隊
長
が

我
々
の
配
置
を
指
示
し
た
あ
と
受

講
者
に
簡
単
な
説
明
を
し
て
始
め

結
び
は

3
種
類
で
受
講
者
に
見
本

を
見
せ
て
、
そ
の
あ
と
受
講
者
が

行
い
ま
し
た
。 

実
際
の
梱
包
も
見
本
を
見
せ
て
、

そ
の
あ
と
受
講
者
が
行
う
手
順
で

す
す
め
ま
し
た
。
受
講
者
の
グ
ル

ー
プ
は

3

班
あ
り
講
習
が
終
わ
っ

た
と
き
は

4

時
半
頃
に
な
り
ま
し

た
。
遅
い
昼
飯
を
部
屋
で
尐
し
食

べ
て
い
る
と
隣
の
部
屋
の
訓
練
グ

ル
ー
プ
の
人
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

 
 

入
浴
の
後
、
食
堂
で
の
夕
食
に

な
り
ま
し
た
。1
9

時
よ
り
講
習
の

部
屋
に
集
ま
り
、
各
県
連
救
助
隊

の
報
告
会
が
あ
り
、
そ
の
後
懇
親

会
に
な
り
ま
し
た
。 

報
告
会
で
は
群
馬
県
の
事
故
報

告
（
黒
岩
で
救
助
訓
練
中
の
事
故
）

と
低
体
温
症
に
関
す
る
臨
床
実
験

報
告
、
東
京
都
で
は
秩
父
で
の
事

故
報
告
、
ほ
か
の
県
の
報
告
も
あ

り
ま
し
た
、
他
人
ご
と
で
は
な
い

と
実
感
し
ま
し
た
。 

懇
親
会
は

2
1

時
で
一
旦
終
了

し
ま
し
た
が
、
多
く
の
人
が
残
っ

て
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

 

2

月2
7

日
（
日
曜
日
）
快
晴
無
風 

 
6

時
に
起
床
。
ど
こ
か
ら
来
た

の
か
蛍
光
灯
の
下
で
カ
メ
ム
シ
が

数
匹
動
い
て
い
る
。6

時
半
に
朝

食
を
済
ま
せ
、
支
度
を
し
て

7

時

半
玄
関
に
集
ま
り
各
班
ご
と
に
出

発
し
ま
し
た
。 

今
日
の
埼
玉
労
山
の
人
員
は
梱

包
に
徳
重
、
武
笠
、
尾
手
が
入
り
、

本
部
通
信
な
ど
に
長
谷
川
、
三
宅

が
受
け
持
ち
、
受
講
者
と
し
て
若

木
、
小
島
、
谷
脇
、
高
橋
が
入
り

ま
し
た
。
我
々
の
班
は
群
馬
県
の

人
た
ち
と
一
緒
で
し
た
。
場
所
は

昨
年
講
習
し
た
所
よ
り
一
段
高
い

所
で
負
傷
者
を
梱
包
（
ス
ト
レ
チ

ャ
ー
用
の
梱
包
）
し
て
、
引
き
上

げ
引
き
下
ろ
し
の
所
ま
で
搬
送
し

て
渡
す
作
業
で
し
た
。 

次
は
ビ
ー
コ
ン
の
練
習
で
講
師

は
都
連
盟
の
川
嶋
氏
で
し
た
。 

各
自
ビ
ー
コ
ン
を
持
っ
て
の
訓
練

で
し
た
。
入
山
時
の
送
受
信
の
確

認
、
雪
原
に
深
さ

1

ｍ
の
穴
を
掘

り
自
分
の
受
信
の
感
度
の
確
認
、

雪
を
盛
っ
た
雪
た
ま
り
を
デ
ブ
リ

と
見
な
し
て
ビ
ー
コ
ン
を
埋
め
探

し
に
行
き
、
プ
ロ
ー
ブ
を
使
い
埋

め
て
あ
る
ビ
ー
コ
ン
（
人
が
埋
ま

っ
て
い
る
よ
う
な
感
触
）
の
捜
索

を
し
て
見
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

二
回
目
の
捜
索
は
本
番
を
想
定
し

て
リ
ー
ダ
ー
、
見
張
り
、
ビ
ー
コ

ン
、
プ
ロ
ー
ブ
、
ス
コ
ッ
プ
を
持

ち
ス
タ
ー
ト
し
て
何
分
で
発
見
で

き
る
か
の
訓
練
で
し
た
。
我
々
の

班
は6

分
く
ら
い
で
し
た
。 

最
後
は
引
き
上
げ
引
き
下
ろ

し
の
訓
練
で
す
。
講
師
は
神
奈
川

連
盟
の
海
輪
氏
で
し
た
。
初
め
に

ス
ノ
ー
バ
ー
と
土
嚢
用
の
袋
に
雪

を
詰
め
て
ど
れ
く
ら
い
の
力
に
耐

え
ら
れ
る
か
を
実
験
し
ま
し
た
。

袋
に
詰
め
た
雪
は
思
っ
た
よ
り
深

く
に
し
な
い
と
出
て
き
て
し
ま
う
。

ス
ノ
ー
バ
ー
の
方
は

4

人
で
引
い

て
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

土
嚢
袋
の
軽
さ
に
魅
力
を
感
じ
ま

し
た
。
救
助
隊
と
し
て
参
加
す
る

の
で
本
格
的
な
装
備
を
使
い

3

分

の

1

の
引
き
揚
げ
工
作
を
し
ま
し

た
。
木
を
避
け
な
が
ら
の
引
き
揚

げ
、
さ
ら
に
上
部
の
所
ま
で
引
き

上
げ
ま
し
た
。
「
連
続
的
に
引
き

上
げ
る
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
」
。

と
講
師
の
海
輪
氏
は
言
っ
て
い
ま

し
た
。 

講
習
を
終
了
し
、
急
い
で
山
の

家
に
向
か
い
、1

4

時
半
装
備
返
却
、

暖
か
い
ト
ン
汁
を
食
べ
て

1
5

時

反
省
会
に
な
り
ま
し
た
。
訓
練
グ

ル
ー
プ
は
マ
チ
ガ
沢
で
訓
練
を
終

え
て
昼
頃
に
は
帰
っ
て
き
て
い
ま

し
た
。 

   

【
反
省
会
】 

＊
ビ
ー
コ
ン
担
当
の
川
嶋
氏 

1

ｍ
以
内
に
埋
ま
っ
て
い
る
ビ
ー

コ
ン
を
各
班
と
も

1
0

分
以
内
に

堀
り
だ
し
ま
し
た
。 

＊
梱
包
担
当
の
徳
重
氏 

応
急
処
置
を
終
え
た
人
を
梱
包
し

て
引
き
上
げ
、
引
き
下
ろ
し
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
し
た
。
中
に
入
っ

て
い
る
人
に
気
づ
か
っ
て
ほ
し
い
。

圧
迫
感
、
苦
し
さ
が
あ
る
。 

＊
引
き
上
げ
担
当
の
海
輪
氏 

ス
ノ
ー
バ
ー
と
雪
袋
で
ア
ン
カ
ー

を
作
っ
た
。
梱
包
の
中
に
人
が
居

る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。 

声
を
か
け
て
や
れ
ば
良
か
っ
た
と

思
っ
た
。 

＊
訓
練
グ
ル
ー
プ
担
当
森
氏 

2

人
が
埋
ま
っ
た
と
い
う
想
定
で

し
た
が

1
0

分
で
掘
り
起
し
梱
包

を
し
た
。
ス
ム
ー
ズ
に
い
き
、1

0

体
く
ら
い
大
丈
夫
だ
。 

＊
群
馬
茂
木
隊
長
は
二
日
間
お
疲

れ
様
で
し
た
。
無
事
で
よ
か
っ
た

あ
り
が
と
う
。
感
謝
で
す
。 

＊
東
京
都
川
嶋
氏
は
事
故
の
一
報

よ
り
帰
っ
て
き
た
一
報
が
い
い
。 

＊
栃
木
県
隊
長
森
氏
は
来
年
の
担

当
は
栃
木
県
な
の
で
日
光
国
立
公

園
で
や
り
た
い
。 

 1
5

時
半
に
解
散
、
二
日
間
事
故
も

な
く
有
意
義
な
講
習
で
し
た
。 

浦
和
く
ま
ざ
さ
山
岳
会 

 

高
橋 

五
男 

記 
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県
連 

山
ス
キ
ー
ネ
ッ
ト
交
流
山
行 

期 
 

日 
 

２
０
１
１
年
３
月
６
日
（
日
） 

場 
 

所 
 

東
北
・
あ
だ
た
ら
高
原
ス
キ
ー
場
～ 

安
達
太
良
山 

 
 

 

参 

加 

者 
 

３
団
体 

 

１
６
名 

（
熊
谷
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
人
、
所
沢
Ｈ
Ｃ
、
岩
つ
ば
め
） 

２
０
１
１
年
３
月
６
日
（
日
）
、

安
達
太
良
山
に
て
山
ス
キ
ー
ネ

ッ
ト
交
流
山
行
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
所
沢
ハ
イ
キ
ン
グ

ク
ラ
ブ
の
長
谷
川
さ
ん
の
他
、

岩
つ
ば
め
か
ら
目
崎
さ
ん
・
森

田
さ
ん
の
参
加
が
あ
り
、
熊
谷

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
人
の
１
３
名

を
加
え
て
総
勢
１
６
名
と
ネ
ッ

ト
山
行
ら
し
く
大
人
数
と
な
り

ま
し
た
。 

あ
だ
た
ら
ス
キ
ー
場
の
ベ
ー

ス
ロ
ッ
ジ
に
全
員
集
合
し
、
自

己
紹
介
・
本
日
の
行
程
確
認
の

後
出
発
し
ま
し
た
。 

高
速
の
道
中
で
は
山
頂
も
望

ま
れ
、
絶
好
の
天
気
か
と
思
わ

れ
ま
し
た
が
、
安
達
太
良
特
有

の
強
風
で
ゴ
ン
ド
ラ
は
運
転
中

止
。
仕
方
が
無
い
の
で
リ
フ
ト

を
乗
り
継
ぎ
、
リ
フ
ト
Ｔ
Ｏ
Ｐ

か
ら
登
り
始
め
ま
し
た
。 

五
葉
松
平
ま
で
は
帰
り
の
ト

レ
ー
ス
付
け
を
意
識
し
な
が
ら

ル
ー
ト
を
取
り
、
１
３
３
０
ｍ

に
て
一
休
み
。
標
高
が
上
が
る

に
連
れ
て
風
雪
共
に
強
く
な
り
、

１
４
７
０
ｍ
で
夏
道
の
標
識
に

合
流
し
た
後
は
吹
き
っ
さ
ら
し

と
な
る
の
で
、
目
出
帽
・
ク
ト

ー
を
装
着
。
視
界
も
悪
く
、
行

け
る
と
こ
ろ
ま
で
様
子
を
見
な

が
ら
進
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

１
５
８
０
ｍ
ま
で
登
り
、
こ
の

先
は
完
全
に
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト

の
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
山
頂

は
断
念
し
、
今
回
は
こ
こ
ま
で

と
し
ま
し
た
。 

強
風
に
装
備
を
飛
ば
さ
れ
な

い
様
に
注
意
し
て
準
備
を
済
ま

し
、
滑
降
開
始
。
視
界
が
無
く

雪
面
の
様
子
が
良
く
分
か
ら
な

い
た
め
慎
重
に
高
度
を
下
げ
て

い
き
ま
し
た
が
、
筆
者
は
め
ま

い
が
す
る
よ
う
な
感
じ
で
度
々

転
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
１
５

０
０
ｍ
付
近
か
ら
は
沢
の
側
面

斜
面
を
滑
っ
て
、
や
っ
と
滑
っ

た
感
覚
を
楽
し
め
ま
し
た
。 

沢
底
で
昼
食
休
憩
の
後
、
も

う
一
本
滑
る
べ
く
再
度
シ
ー
ル

を
着
け
て
出
発
。
最
初
、
北
に

ト
ラ
バ
ー
ス
気
味
に
進
み
、
対

岸
斜
面
が
滑
れ
な
い
か
覗
い
て

み
ま
し
た
が
、
雪
面
が
風
に
た

た
か
れ
て
硬
く
、
斜
面
も
無
木

立
で
雪
崩
の
危
険
性
が
非
常
に

高
い
状
態
で
あ
っ
た
の
で
引
き

返
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
滑
っ

て
き
た
沢
を
登
り
返
し
、
一
本

目
と
ほ
ぼ
同
じ
１
５
２
０
ｍ
ま

で
登
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
登

っ
て
き
た
ル
ー
ト
を
戻
る
よ
う

に
滑
り
ま
し
た
。
沢
中
の
雪
な

の
で
、
そ
れ
な
り
に
滑
り
は
楽

し
め
ま
し
た
。 

五
葉
松
平
で
登
り
の
ト
レ
ー

ス
に
合
流
し
、
平
坦
な
所
は
ト

レ
ー
ス
を
ボ
ブ
ス
レ
ー
滑
降
で

進
ん
で
ゲ
レ
ン
デ
に
戻
り
ま
し

た
。
ベ
ー
ス
ロ
ッ
ジ
で
解
散
式

の
あ
と
、
直
帰
す
る
岩
つ
ば
め

の
お
二
人
と
は
こ
こ
で
お
別
れ
。

残
り
の
メ
ン
バ
ー
は
岳
温
泉
で

冷
え
た
体
を
温
め
た
後
、
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。 

今
回
は
予
想
外
の
吹
雪
と
ホ

ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
で
思
う
よ
う
な

行
動
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

悪
条
件
の
中
で
も
無
事
終
了
す

る
事
が
出
来
た
の
は
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。 

 

 

担
当
理
事 

木
村
哲
也 

記 

 

（
熊
谷
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
人
） 

               

 

   

 

                                   

                                        

                                   

 

 

                             ハイキング委員会   澤藤俊昭 

カタクリ            

雪解けとともに、山々は芽吹きの季節を迎え、いちはやく残雪 

の下からは春の花々が顔を出す。 

雪割り草とともに、このカタクリもまた春を代表する花のひとつ。 

上越等、残雪の残る北国では、山の斜面一面がピンク色に群生 

しているのも珍しくはないが、関東近郊では佐野・三毳山や高尾 

山や奥多摩・御前山～惣岳山等が素晴らしく、花の咲くこの時期 

には大勢のハイキング愛好者や花見客で賑わっている。 

尐し、遠くなるが新潟・六日町の坂戸山は、山麓の城跡から頂上 

までもカタクリが群生していて、雪の多かった昨年の５月の連休 

は満開の桜とコゴメ等の山菜取り、そして満開のカタクリやキク 

ザキイチゲ等の花に出会えた！ 

 

岩ウチワ 

                  この岩ウチワもまた、雪解けの春山でよく見かける花で、カタク 

        リと同じくピンクの可愛い花が、山の斜面一斉に咲いている。咲き 

始めは白く、中には白い亜種もあり、イワウチワの名前は葉の形か 

らで花はうちわ風にあおられる風車のようでもある。残雪のある上 

越方面のどこの山でも見られるが、水上～谷川岳ロープウエイ駅に 

向かい、一の倉沢までの旧道（車道）の斜面や白毛門登山道でも手 

軽に見られる。また、小出の奥の権現堂山も一面のイワウチワの群 

落に感激した。 
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加
盟
団
体
の
動
き
・
紹
介 

 
 

 
 

 
 

 

南
部
ブ
ロ
ッ
ク 

わ
ら
び
山
の
会 

 

 
 棒の折山白谷沢 

    沢登り 

わ
ら
び
山
の
会
は
、
２
０
１
１
年

４
月
で
３
１
回
目
の
総
会
を
迎
え

ま
す
。 

会
の
創
始
者
は
元
会
長
の
森
田

千
里
先
生
で
、
当
時
勤
務
し
て
い

た
中
学
校
で
山
岳
部
を
作
り
、
山

登
り
を
し
て
い
る
中
、
こ
の
当
時

の
教
え
子
（
現
理
事
長
や
登
山
学

校
事
務
局
長
も
教
え
子
の
一
人
）

や
教
員
仲
間
、
地
域
の
山
好
き
を

集
め
て
山
の
会
を
作
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。 

 

現
在
の
会
員
数
は
２
３
名
で
、

会
の
例
会
は
毎
月
第
２
水
曜
日
に

蕨
駅
西
口
近
く
の
旭
町
公
民
館
で

行
な
わ
れ
、
例
会
参
加
者
は
平
均

す
る
と
５
０
％
ぐ
ら
い
で
す
。 

 

会
の
山
行
形
態
は
ハ
イ
キ
ン
グ

か
ら
冬
山
ま
で
オ
ー
ル
ラ
ン
ド
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
会
員
募
集
は

特
に
行
な
っ
て
い
な
い
が
、
入
る

人
は
拒
ま
ず
、
去
る
者
は
追
わ
ず

と
い
っ
た
姿
勢
で
活
動
し
て
い
ま

す
。 

 

こ
こ
数
年
は
県
連
盟
の
登
山
学

校
の
受
講
生
の
入
会
が
多
く
、
会

員
の
居
住
地
も
蕨
市
在
住
者
の
割

合
が
減
り
、
公
民
館
の
無
料
使
用

も
不
可
能
に
な
り
ま
し
た
。 

 
県
連
盟
・
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
に
も

積
極
的
に
関
わ
っ
て
来
ま
し
た
。

登
山
学
校
や
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
、

谷
川
で
の
深
雪
体
験
や
交
流
ハ
イ

ク
な
ど
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
を
重
視
し

会
員
の
交
流
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

山
行
活
動
は
、
個
人
山
行
が
主

体
に
な
る
傾
向
で
す
が
、
会
員
の

日
程
を
調
整
し
な
が
ら
会
山
行
を

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

か
っ
て
Ｒ
Ｃ
ＣⅡ

同
人
の
、
故

奥
山
章
氏
の
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
講
演
会
が

所
沢
で
開
催
さ
れ
、
こ
の
講
演
を

き
っ
か
け
に
元
会
長
の
森
田
さ
ん

は
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
通
い
詰
め

る
中
で
、
と
う
と
う
現
地
に
山
小

屋
・
ア
シ
ュ
ラ
ム
（
風
来
坊
）
を

建
設
、
全
国
の
労
山
の
仲
間
の
ト 

 

レ
ッ
キ
ン
グ
や
海
外
登
山
者
へ
の

情
報
提
供
と
援
助
を
行
な
っ
て
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

わ
ら
び
山
の
会 

 

 

会
長 

伊
藤
正
勝 

記 

                      

     

理
事
会
報
告 

第
十
二
回
理
事
会
が
二
月
二
十
三

日(

水)

県
連
事
務
所
で
十
四
名
の

出
席
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

＊
委
員
会
等
活
動
報
告
・
計
画 

【
全
国
連
盟
活
動
】 

・
全
国
連
盟
第
一
回
評
議
会 

2
/
1
9

～2
0

日 

出
席
…
武
笠 

矢
崎
、
木
阪 

・
関
東
ブ
ロ
会
議9

月
（
群
馬
） 

・
自
然
保
護
集
会1

0

月
（
埼
玉
） 

・
関
ブ
ロ
女
性
委
員
会
設
立
を 

・
関
ブ
ロ
事
務
局2

3

年
…
千
葉 

＊
県
連
全
体
活
動 

【
事
務
局
】 

・
第
四
十
四
期
県
連
総
会 

三
月
二
十
七
日
（
日
）A

M
9
:
0
0

～

パ
ル
コ1

0

階
浦
和
コ
ミ
セ
ン
「
第

１
４
集
会
室
」 

【
財
政
】 

・
各
委
員
会
等
は

3

月

6

日
ま
で

に
仮
払
い
清
算
。
会
計
監
査3

/
1
7
 

【
機
関
紙
】 

・1
6
8

号 

原
稿
募
集
中 

【
女
性
】
女
性
委
員
会 

2
/
2
8
 

・
「
山
で
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
応

講
習
会
」3

/
1
2
 (

土)

場
所
：
荒

幡
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
セ

ン
タ
ー 

 

現
在
…1

6

名 

【
自
然
保
護
】
足
尾
植
樹(

4
/
2
4
)
 

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク(

5
/
2
9
)
 

【
Ｈ
Ｐ
】 

・
登
山
学
校
Ｈ
Ｐ
更
新 

・
女
性
委
員
会
の
講
習
会
掲
載 

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】3

/
2

日
委
員
会 

【
海 

外
】 

・1
1
/
2
7

全
国
海
外
集
会 

木
村
海
外
委
員
長
出
席 

 

【
救
助
隊
】 

2
/
7

役
員
会 

・2
/
1
4
 

机
上
学
習
会 

・2
/
2
6

～2
7

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
合
同 

救
助
隊
深
雪
搬
出
訓
練 

土
合

山
の
家 

【
登
山
学
校
】 

・2
/
5

日
閉
校
式 

受
講
者1

6

名

+

運
営
委
員

1
3

名 

北
浦
和
カ
ル

タ
ス
ホ
ー
ル 

【
岩
ネ
ッ
ト
】 

・1
/
3
0

吾
妻
渓
谷 

2

名 

・2
/
1
9

～2
0

湯
河
原
幕
山
、 

・3
/
1
3
 

日
和
田R

C
T
 

【
山
ス
キ
ー
ネ
ッ
ト
】 

・3
/
6

（
日
）
安
達
太
良
山
ス
キ
ー 

【
冬
山
ネ
ッ
ト
】 

・4

月
マ
チ
ガ
沢
雪
上
訓
練
予
定 

【
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
】 

西
部
…2

/
1
7

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、

2
/
2
7

玉
原
高
原
冬
山
訓
練 

南
部
…2

/
1
7

ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

中
部
…3

/
1
2

～1
3
 

阿
能
川
雪 

 
 

 

技
予
定 

北
部
・
・
・2

/
2
8

日
会
議 

 

＊
加
盟
団
体
活
動
情
報 

 

総
会
：
山
な
み

4
/
3
 

2
0

周
年
、

峠
山
の
会4

/
3

、
新
座
山
の
会4

/
3

、

三
郷
山
の
会

4
/
1
0
o
r
1
7

、,

わ
ら

び
山
の
会4

/
1
3
 

 

議 

題 

①
第
四
十
四
期
総
会 

3
/
2
7
 

浦
和
パ
ル
コ1

0

階 

コ
ミ
セ
ン
第

1
4

会
議
室 

・
総
会
資
料
印
刷3

/
2
6
 

 
 

詳
細
は
次
回
理
事
会 

②
そ
の
他 

 
 

 
 

 
 

 

以
上 

 
 

 
 

理
事 

 

佐
藤 

記 

 

                                        

 

 
   玉原高原スキー場  

動物の足跡を見ながらブナ林へ 
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     谷川岳  
  皆楽しそうです 

 

 裏妙義・丁頭岩にて 

 

 

 

 

 

 

 

 

  谷川深雪体験にて 
 

 丹沢・弘法山地図読み山行 
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【編集後記】山々ではまだ雪も深く冬の装いでも、桃の節

句｢雛祭り｣や｢啓蟄｣、そしてもうすぐ春分の日を迎えて、 

弥生は別名 花見月・桃月と言われるように、春を告げる

花々が咲き乱れる絢爛たる季節の始まりでもあります。 

各地で梅祭りが開催され、また伊豆・河津桜、秩父・小

鹿野町の福寿草や節分草、桃源郷で知られる甲府盆地や佐

野・三毳山のカタクリ等といったなじみの花の名所ばかりか、陽

だまりの近くの野原では早くも、オオイネフグリやホトケノ

ザ、スミレ等の花が春を待ちわびたかのように可憐に咲い

ています。そして、寒さも彼岸までと言われるように、こ

れからは日増しに暖かさも増し、草花ばかりか樹木の芽吹

きとともに、桜の咲く本格的な春の季節を迎えます。 

陽春な春の一日、花を求めて近郊の低山ハイキングには 

最高の季節でもありますね！ 

（この機関紙を編集している最中に大地震があり、慌てて 

表に飛び出しました。最大規模の地震発生で東北地方や関

東首都圏等までもの広域で、津波や家屋の崩壊で被災され

た皆様や今尚孤立し救助を待つ方、また不便な避難所生活

を過ごす方、また増え続ける行方不明の方々や犠牲になら

れた多くの方々に、心からお見舞いとお悔やみを申し上げ

たいと思います。）    澤藤 

玉
原
高
原
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
交
流
バ
ス
ハ
イ
ク 

 



期 

日 
 

２
月
２
７
日
（
日
） 

 

日
帰
り 

バ
ス
利
用 



場 

所 
 

沼
田
・
玉
原
高
原
～
玉
原
湿
原 



参
加
者 

合
計 

３
４
名
（
５
団
体
） 

 

 

西部ブロック 

  

晴
天
の
中
、
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
主

催
に
よ
る
「
玉
原
高
原
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
交
流
バ
ス
ハ
イ
ク
」
が
行
な

わ
れ
、
三
十
六
名
が
参
加
し
ま
し

た
。 大

型
バ
ス
で
所
沢
六
時
発
。
ふ

じ
み
野
駅
六
時
半
発
。
バ
ス
は
関

越
道
を
渋
滞
も
な
く
、
沼
田
か
ら 

予
定
時
間
通
り
玉
原
高
原
に
着
き
、

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
レ
ン
タ
ル
し
た

後
、
い
よ
い
よ
出
発
。
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
体
験
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

風
も
な
く
絶
好
の
暖
か
な
日
和
。

上
州
武
尊
も
谷
川
も
実
に
き
れ
い

に
良
く
見
え
ま
し
た
。
Ａ
～
Ｄ
班

に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
雪
の
中
を
歩

い
て
行
き
ま
し
た
。
雪
は
し
ま
っ

て
お
り
、
固
く
感
じ
ま
し
た
。 

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
独
特
の
フ
ワ
ー

と
し
た
感
触
を
楽
し
む
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
体
験
に
は

十
分
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
林
の
中

を
歩
く
の
で
す
が
、
も
と
も
と
雪

の
中
、
道
な
ど
な
い
所
を
歩
く
の

で
す
か
ら
、
も
う
尐
し
自
由
に
歩

い
て
い
い
の
で
す
が
、
皆
お
行
儀

が
良
く
、
一
列
に
な
っ
て
歩
い
て

い
ま
す
。
横
一
列
で
も
良
い
の
に
。 

 

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
は
雪
の
中
を
自

分
の
足
跡
を
つ
け
て
歩
く
楽
し
み

も
あ
る
の
だ
か
ら
、
自
然
と
一
体

に
な
っ
て
、
自
然
に
包
ま
れ
れ
ば

い
い
の
だ
か
ら
も
っ
と
自
由
に
！

と
思
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
と
に

か
く
一
列
が
好
き
の
よ
う
で
し
た
。 

 
 

鹿
、
テ
ン
、
ウ
サ
ギ
、
タ
ヌ
キ
、

キ
ツ
ネ
の
足
跡
発
見
！ 

加
納
自

然
保
護
委
員
の
資
料
に
よ
り
、
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。 

林
の
中
腹
で
昼
食
を
と
り
ま
し

た
。
雪
山
は
特
別
に
昼
食
時
間
を

撮
る
事
が
な
い
の
が
常
で
す
が
、

今
日
は
交
流
と
言
う
こ
と
も
あ
り

時
間
を
ゆ
っ
く
り
取
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
埜
歩
歩
は
ス
コ
ッ
プ
で
テ

ー
ブ
ル
を
作
り
ま
し
た
。 

 

帰
り
は
玉
原
高
原
の
中
コ
ー
ス

を
戻
り
ま
し
た
が
、
ブ
ナ
林
の
中

で
熊
が
食
事
を
す
る
時
に
作
る
、

座
布
団
の
よ
う
な
熊
だ
な
を
発
見
。

皆
で
観
察
す
る
と
、
幹
に
五
本
の

足
の
爪
痕
が
ク
ッ
キ
リ
と
残
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
幹
の
上
の
部
分
ま

で
皮
が
青
く
は
が
さ
れ
て
お
り
怖

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
サ
ル
ノ
コ

シ
カ
ケ
も
沢
山
と
れ
ま
し
た
。
四

時
間
程
の
行
程
で
し
た
が
、
思
い

の
ほ
か
楽
し
め
ま
し
た
。 

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
お
互
い

に
話
が
進
み
、
久
し
ぶ
り
の
交
流

に
大
賑
わ
い
で
し
た
。
望
郷
の
湯

も
い
い
お
湯
で
し
た
。
仲
間
良
し
、

天
気
良
し
＊
自
然
よ
し
の
三
拍
子

そ
ろ
っ
た
山
行
で
し
た
。 

バ
ス
の
中
、
「
仲
間
と
行
く
か

ら
、
楽
し
い
ん
だ
よ
」
と
安
田
さ

ん
。
新
座
の
仲
間
も
勿
論
良
い
の

で
す
が
、
た
ま
に
会
う
西
部
の
仲

間
も
い
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

仲
間
の
と
び
き
り
の
笑
顔
と
共
に
、

仲
間
の
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
。 

久
保 

典
子
（
新
座
山
の
会
） 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

                   

                    

                              

  

１６期 登山学校 予定 

5 月 22 日 開校式 

6 月 11 日、12 日 計画から下山まで ★ 

7 月 2 日、 3 日 登山と運動生理 

8 月 6 日、 7 日 山での救急法 

9 月 3 日、 4 日 地図の読み方 

10 月 1 日、 2 日 岩登り初級 

11 月 5 日、 6 日 天気の見方 

12 月 3 日、 4 日 総合学習登山 

1 月 14 日、15 日 雪山入門 

2 月 4 日 閉校式 

机上講座 9:30-16:30 ★は 13:30-16:30 になります。 
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埜歩歩の仲間 

  

  斜面のトラバース歩行 

 

    熊棚 

 

 
  新座の仲間 

県連携帯版ホームペー

ジのＱＲコードです。利

用して下さい！ 


